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町
で
は
勤
労
者
の
住
宅
取
得
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
制
度

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
／
次
の
①
～
⑤
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
町
内
に
居
住
し
て
い
る
か
、ま
た
は
居
住
し
よ
う
と
す
る
方

②
同
一
事
業
所
に
、
2
年
以
上
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
方

③
20
歳
以
上
55
歳
以
下
の
方

④
返
済
し
な
が
ら
生
活
に
支
障
の
な
い
方

⑤
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

資
金
の
用
途
／
利
用
申
込
者
が
、
町
内
に
居
住
す
る
た
め
の

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
・
購
入（
中
古
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ

ン
を
含
む
）宅
地
購
入
、
借
地
買
い
取
り
を
す
る
た
め
の

資
金
に
限
り
ま
す
。

※
中
央
労
働
金
庫
で
の
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
添
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
商
工
観
光
企
業
誘
致
課（
☎
581
・
2
1
2
1

内
線
201
）へ
。

③通知後3カ
月以内に窓口
で手続き 金融機関

（中央労働金庫　　
　深谷支店）

申
込
者

　

町
で
は
、
町
内
の
建
物
を
緑
の
植
物
で
覆
う
壁
面
緑
化
を

行
っ
た
方
に
対
し
て
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
エ
コ

で
涼
し
い
夏
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
付
期
間
／
6
月
1
日（
月
）～
9
月
30
日（
水
）

※
受
付
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

補
助
金
額
／
上
限
5
、0
0
0
円（
100
円
未
満
切
り
捨
て
）

補
助
対
象
と
な
る
経
費
／
平
成
27
年
度
中
に
購
入
し
た
次
の

も
の

①
苗
・
種
・
プ
ラ
ン
タ
ー
・
土
・
肥
料
等
の
植
栽
経
費

②
植
物
の
つ
る
な
ど
を
這は

わ
せ
る
た
め
に
使
用
す
る
ネ
ッ
ト

や
支
柱
等
の
補
助
機
材
購
入
費

対
象
／
平
成
27
年
度
中
、
町
内
に
所
有
、
ま
た
は
借
用
し
て

い
る
建
物
に
ネ
ッ
ト
や
支
柱
等
を
使
い
、
つ
る
性
の
植
物

で
3
㎡
以
上
の
壁
面
緑
化
を
実
施
し
た
個
人
お
よ
び
法
人

で
、
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※
平
成
26
年
度
ま
で
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
方
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

面
積
の
求
め
方
／
植
物
の
幅（
植
物
の
根
元
付
近
で
の
横
の

長
さ
）と
高
さ（
地
面
か
ら
植
物
の
先
端
ま
で
の
長
さ
）を

測
っ
て
算
出
し
ま
す
。

添
付
書
類
／
写
真（
3
㎡
以
上
植
物
が
茂
っ
て
お
り
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
を
実
施
し
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
）、
領
収
書

等
の
写
し（
補
助
対
象
と
な
る
購
入
品
目
の
確
認
が
で
き

る
も
の
）

申
請
方
法
／
生
活
環
境
エ
コ
タ
ウ
ン
課
、
役
場
1
階
総
合
案

内
、
男
衾
・
用
土
両
連
絡
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
・
押
印（
朱
肉
を
付
け
て
押
す
タ
イ
プ
の

も
の
）し
、
添
付
書
類
と
と
も
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
な
お
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
が
3
㎡
ま
で
成
長
し

た
後
の
申
請
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
生
活
環
境
エ
コ
タ
ウ
ン
課
（
☎
581
・
2
1
2
1

内
線
223
）へ
。

勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

緑
の
カ
ー
テ
ン
補
助
金

～
緑
の
カ
ー
テ
ン
で

　
　
　
涼
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
～

ご利用
　ください！

貸付金額

貸付利率

貸付期間
償還方法

担　　保

保　　証

手 数 料

一般社団法人日本労働者信用基金協会の保証が必要です。また、金利とは別に次
の保証料が必要です。
・有担保0.24％（月次後払い方式）
・無担保0.73％（一括前払い方式）

変動金利1.865％（無担保は2.00％固定）
※金利情勢により変更になる場合があります。変更となった場合、実際の　融資

金利は申込時点ではなく、借入時点の金利が適用されます。

資金の用途となった対象物件に中央労働金庫の第1位順位の抵当権を設定します。た
だし、住宅金融支援機構等の公的機関との併用の場合は第2位順位以下でも可能です
（住宅金融支援機構フラット35も取り扱います）。

1,000万円以内（無担保は500万円以内）

25年以内（無担保は10年以内）
元利均等月賦返済（ボーナス併用返済、繰上償還可）

取扱金融機関所定の手数料が必要です。

貸付の条件／

補助金額／改修工事に要した費用のうち、10％に
相当する金額（千円未満は切り捨て）とし、20
万円を上限とします。

対象／次の①～④の要件をすべて満たす方
①町内に居住し、町の住民基本台帳に登録されて

いる方
②対象となる住宅を所有し、かつ居住されている

方
※やむを得ない理由があるときは、当該住宅に居

住する者に代えることができます。
③町税、水道料金、下水道料金、農業集落排水処

理施設使用料を滞納していない方
④対象となる改修工事について、町等で実施して

いる要綱等に基づく補助制度と重複する申請を
していない方

対象となる住宅／次のいずれかの建築物
①個人住宅（自己の居住用の建

築物）
②併用住宅（個人住宅と店舗や

事務所等が同一の建築物に
なっている場合の居住用部分
のみ）

③集合住宅（アパートなどの所有者の自己居住部
分のみ）

対象外の工事／次の工事は対象とな
りません。また、補助金交付決定
以前に着工した工事も対象となり
ませんので、工期には十分注意し
てください。

・住宅の新築や建替え工事
・カーテン、畳、じゅうたん、襖

ふすま

、障子、サッシ、
建具、給湯器等の単体製品の交換

・家具や電気製品の購入費用
・公共下水道、または農業集落排水処理施設への

接続工事
・門や塀などの構築物および車庫や物置等の改修

工事

申請に必要な書類／①～③については、【　】内
の課でお求めください。

①住民票の写し【町民課】
②当該住宅に係る固定資産税の評

価証明書【税務課】
③町税、水道料金、公共下水道使

用料および農業集落排水処理施
設使用料に関して滞納のないこ
とを証明できる書類【税務課・
上下水道課】

④類似補助制度の申請状況調査同意書
⑤当該住宅の案内図
⑥改修工事箇所の図面
⑦改修工事の見積書の写し（工事費内訳を明示し

たもの）
⑧改修工事施工前の現場写真

問い合わせ／商工観光企業誘致課（☎581・2121内線
201）へ。

対象工事／町内に事業所がある施工
業者が行う、工事費が20万円以
上（消費税および地方消費税を除
く）で平成28年2月末日までに完
了する住宅改修工事です。なお、
補助金交付決定後30日以内に着工
できる工事が対象です。

主な改修工事例／
・屋根や外壁の改修や塗装
・部屋の防音や断熱工事
・手すり設置や段差解消工事
・間取りの変更工事
・床・内壁・壁紙・天井等の改修工事
・浴室・台所・トイレ等の水回りの改修工事
・耐震改修を目的とした工事

経済の活性化を図るため、町民が町内の住
宅改修施工業者と契約し居住用住宅の改修

を行う際、その費用の一部を補助します。補助金申請
の受付は、4月20日（月）から開始し、申し込み順とな
ります。予算額の状況により対応できない場合があり
ますので、あらかじめご了承ください。

住宅改修資金補助制度ご利用ください！

改修後

4月20日（月）受付開始！

地域

②資格決定
　通知

①申し込み
（本人、また
は家族）

借り入れ手続き

町

！


